　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会科　３学年　５８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	単 元の
目 標
	・ 議会制民主主義の意義，多数決の原理とその運用の在り方について理解する。単元名「現代の民主政治」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]　

・ 対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・ 民主政治と政治参加について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	７時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
（1）

	「だれを市長に選ぶ？」
◎民主主義に基づく政治についての考察に，章の学習の見通しを持って取り組もうとする。
○市長選挙のスローガンについて具体的な 事例を整理し，自らの考えとともに表（マトリックス）にまとめる。
	
	
	
	②信頼性や信ぴょう性を考えて情報を取捨選択し，どの市長を選ぶか考えさせる。

	2
（2）
	「政治と民主主義」
◎民主主義がどのような考え方であるか理解する。
○民主主義で物事を決める際に必要とされることや，私たちに求められていることについて考える。
	
	
	
	③生徒総会や校庭の割り当てなどの体験から，多数決について感じた「効率・公正」について意見交換させる。

	3
（3）
	「選挙の意義と仕組み」
◎選挙がなぜ大切であるかについて理解する。
○現在の日本で行われている選挙の基本原則について，本文から読み取る。選挙が果たしている役割について，民主主義に着目して考える。
	
	
	
	②選挙シミュレーションを通して，選挙制度のメリット・デメリットを理解させる。

	4
（4）
	「政党の役割」
◎国民と政党の関係について，民主主義に着目して考察し，表現する。
○日本で行われている政党政治の特徴を，本文から読み取り，国民と政党の関係について，民主主義に着目して考える。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，各政党の政権公約を調べさせる。

	5
（5）
	「マスメディアと世論」
◎私たちがマスメディアと接する際に注意すべきことを考察し，表現
する。
○ 世論とは，どのようなことを意味しているか，本文から読み取り，私たちがマスメディアと接する際に注意すべきことについて考える。
	
	
	
	②複数の新聞社の新聞記事の比較を行い，マスメディアの役割と政治に与える影響を検討させる。

	6
（6）
	「選挙の課題と私たちの政治参加」
◎１節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，構想し，表現する。 
○選挙に関する課題について，有権者や立候補者，選挙制度などの様々な視点から多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
	○
	○
	
	③章で学んだことを活用し，テーマを設定して自分の意見を論述させる。
例１）若い世代の投票率をあげるにはどのようにしたらよいだろうか。
例２）近年の投票率の低下はなぜだろう。

	7
（7）
	「選挙の流れ」
◎実際の選挙がどのように行われているのか，資料を通して一連の流れを理解する。
○将来，国政に参加する主権者として，政治に対する関心を高め，政治参加の方法について意欲的に考える。
	
	
	〇
	


単元名「現代の民主政治」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]　

	単 元の
目 標
	・国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みのあらましや政党の役割を理解する。単元名「国の政治の仕組み」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]　

・国民の権利を守り，社会の秩序を維持するために，法に基づく公正な裁判の保障があることについて理解する。
・対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・民主政治と政治参加について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「国会の地位と仕組み」
◎国会の地位と仕組みについて理解する。
○国会の地位，衆議院と参議院の違いについて，本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	②日本国憲法の条文から，国会の役割はどのように規定されているか確認し，理解させる。
④修学旅行で国会を訪問している場合は，当時の写真やパンフレットを活用する。

	2
(2)

	「法律や予算ができるまで」
◎「衆議院の優越」が定められている理由について，効率と公正に着目して考察し，表現する。
○国会の主な仕事について，本文や資料から読み取り， 「衆議院の優越」が定められている理由について，効率と公正に着目して考える。
	
	
	
	

	3単元名「国の政治の仕組み」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]　

(3)
	「行政を監視する国会」
◎国会と行政との関係ついて理解する。
○国会が行政権との関係の中で担っている役割について，本文から読み取って考える。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，近年国会が承認した条約とその内容を調べさせる。

	4
(4)
	「行政の仕組みと内閣」
◎内閣総理大臣の仕事を中心に，内閣の役割と仕組みについて理解する。
○内閣の仕事や議院内閣制の仕組みと意義について理解している。
	
	
	
	②日本国憲法の条文から，内閣の役割はどのように規定されているか確認し，理解させる。

	5
(5)
	「行政の役割と行政改革」
◎行政における内閣の役割と行政改革について理解する。
○公務員が「全体の奉仕者」と呼ばれる理由について，本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	③１人１台端末を活用して，海外の事例を調べ，「小さな政府」「大きな政府」どちらがよいか検討させる。
例）納税していなければ火事になっても消火してもらえないとしたらどうだろう。

	6（6）
	「裁判所の仕組みと働き」
◎私たちの生活における裁判の役割について理解する。
○裁判所の種類と，それぞれが行っている裁判について本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	

	7（7）
	「裁判の種類と人権」
◎裁判はどのような仕組みがあるかについて理解する。
○裁判において，被疑者以外に裁判に出席する人と，それぞれの役割について，本文から読み取って考える。
	
	
	
	③日本の死刑制度について，どのように考えられているか情報を収集し，自分の意見を，そう考える根拠をもとに論述させる。

	8
(8)
	「裁判員制度と司法制度改革」 
◎裁判がより身近で公正なものになるための取組について理解する。
○裁判員制度や取り調べの可視化が導入された理由について，個人の尊重に着目して考える。
	
	
	
	

	9
(9)
	「模擬裁判をやってみよう」
◎法に基づいた論理的な思考力や，多面的 ・多角的な物の見方，自分の意見について根拠を挙げて表現する。
◎主権者として，裁判員制度への参加を通して主体的に社会に関わろうとする。
○P.107の１～４を参考にグループで評議する。
	
	
	〇
	③資料に基づいて評議し，有罪にすべきか無罪にすべきか話し合わせ，その理由を説明させる。

	10
（10）
	「三権の抑制と均衡」
◎２節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
○P.109の３の図を基にしながら，２節で学習した内容を次の表（マトリックス）を使って整理し，国の政治で，なぜ権力の分立が大切なのか，説明し合う。
	○
	○
	
	③なぜ権力の分立が大切なのか，国民の政治参加がなぜ必要なのか，説明させる。


単元名「国の政治の仕組み」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]　

	単 元の
目 標
	・地方自治の基本的な考え方について理解する。その際，地方公共団体の政治の仕組み，住民の権利や義務について理解する。単元名「地方自治と私たち」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]

・対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・民主政治と政治参加について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「私たちの生活と地方自治」
◎地方公共団体の役割について理解する。

○地方公共団体の仕事や地方分権の考え方について資料や本文から読み取って考える。
	
	
	
	④葛岡リサイクルプラザ，今泉リサイクルプラザ等身近な公共の施設を活用する。

	2
(2)

	「地方自治の仕組み」
◎地方自治の仕組みについて理解する。
○地方議会や首長が果たしている役割について，資料や本文から読み取って考える。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，地方独自の条例にはどんなものがあるか調べさせる。

	3
(3)

	「地方公共団体の課題」
◎地方公共団体にはどのような課題があるかについて理解する。
○地方公共団体の財政を支える収入について，本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	②地方財政を表す資料から，地方財政の抱える課題を読み取らせる。

	4
(4)
	「住民参加の拡大と私たち」
◎３節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
○住民参加が重要な理由について，「民主主義」の観点から説明する。
	○
	○
	
	②③自分たちの地域における課題を調べて話し合い，それを解決するために考えられることは何か意見交換させる。

	5
（5）
	「政治参加をしてみよう」
◎身近な地域のまちづくりに関心を持ち，地域の活動に進んで参加しようとする意欲を持つ。
○「課題把握→課題探究→意思決定→提案・参加」という政治参加の流れや，地理的分野や歴史的分野で身に付けた調査の手法を参考にして，適切な方法を選択し，資料の収集・選択や調査・分析を行う。
	
	
	
	

	6
(6) 
	「第３章の学習を振り返ろう」
「まとめの活動　S市の市長になって条例を作ろう」
◎市長選挙に立候補して，理想のまちづくりのための政策を考案する活動を通して，政治への関心を深める。
○これまでの政治の学習を生かし,自身が市長になったつもりで,理想のまちを創るために,地方公共団体の法である条例（P.112）の案を作る。
	
	○
	○
	①防災副読本４章④「家庭でできる災害への備え」を活用して，災害に対して私たちができる備えや対策について「持続可能性」の観点から説明させる。
③これまでの政治の学習を生かし，自身が市長になったつもりで，条例の案を作らせ，説明させる。


単元名「地方自治と私たち」　学習指導要領の内容[Ⅽ（２）アイ]

	単 元の
目 標
	・身近な消費生活を中心に経済活動の意義について理解する。単元名「消費生活と市場経済」 学習指導要領の内容[Ｂ（１）（２）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，個人や企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角的に考察し，表現する。
・市場の働きと経済について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「コンビニエンスストアの経営者になってみよう」
◎コンビニエンスストアの立地について，経済活動における限られた資源の選択の下，経営者や消費者などの立場から多面的・多角的に考察し，表現する。
○コンビニエンスストアの立地について具体的な事例を整理し，自らの考えとともに表（マトリックス）にまとめる。
	
	
	
	③コンビニエンスストアを経営するとしたら，どのようにすれば利益が高まるか，与えられた情報を分析・評価し，班をつくって検討させる。
	　

	2
(2)


	「私たちの消費生活」
◎より良い消費生活を送るために必要なことについて考察，表現する。

○日常生活の中でしている消費活動について,よりよい消費生活を送るために必要なことを［収入／選択］という言葉を使って説明する。
	
	
	
	④ファイナンスパーク学習で学んだこと（収入と消費のバランスを考慮して支出を決定することなど）と関連付けて考えさせる。

	3
(3)
	「契約と消費生活」
◎契約を結ぶ際に注意すべき点について，自由や義務に着目して考察し，表現する。
○契約を結ぶ際に，注意すべき点について，［自由／義務］という言葉を使って説明する。
	
	
	
	

	4
(4)
	「消費者の権利を守るために」
◎契約を結ぶ際に注意すべき点について，自由や義務に着目して考察し，表現する。
○自立した消費者であるためにどうしたらよいか,［判断・責任］という言葉を使って説明する。
	
	
	
	②③メールやSNSで送られてくる広告で不審に思ったことや困ったことはないかなど，話し合わせ，注意点をまとめさせる。

	5
(5)
	「契約のあれこれ」
◎身近な消費生活にある契約の事例を基に，より良い消費者の在り方を考察する。
○身近な消費生活にある契約の事例を基に，これまでの学習を振り返りながら契約について考える。
	
	
	〇
	

	6
(6)
	「消費生活を支える流通」
◎１節の学習内容を振り返って，消費生活や流通に関する様々な事例を基に，個人や企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角的に考察し，表現する。
○身近な地域にある，流通に関連した仕事や場所を挙げ，「流通の合理化」について説明する。
	○
	○
	
	③「お店でポイントカードの提示を求められるのはなぜか」について，企業側のメリットについて話し合って考えさせる。


単元名「消費生活と市場経済」 学習指導要領の内容[Ｂ（１）（２）アイ]　

	単 元の
目 標
	・現代の生産などの仕組みや働き，勤労の権利と義務，労働組合の意義及び労働基準法の精神について理解する。単元名「生産と労働」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）（２）アイ]

・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善について多面的・多角的に考察させ，表現する。
・市場の働きと経済について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「生産活動と企業」
◎私たちの生活に必要なものはどのように生産されているか理解する。
○私たちが日常生活の中で消費している財やサービスについて調べ，まとめる。
	○
	
	
	

	2
(2)

	「企業の種類」
◎企業にはどのような種類があるかについて理解する。
○情報を適切に収集・選択し，読み取る学習を通して，身近な地域にある様々な企業について調べ，まとめる。
	
	
	
	②③１人１台端末を活用して，身近な企業はどのようにCSRに取り組んでいるか調べ，発表させる。また，一見利潤につながらないように見えるCSRに取り組む企業側のメリットも考えさせる。

	3
(3)

	「株式会社の仕組み」　
◎株主の権利や責任について，配当や投資と関連付けて，考察し，表現する。
○当事者の権利や責任について，［配当／投資］という言葉を使って説明する。
	
	○
	
	②新聞の株式市況欄を活用させる。
④ファイナンスパーク学習で学んだこと（株式の取得や株価の値動き）を活用する。

	4
(4)
	「労働の意義と労働者の権利」 
◎多様な働き方が求められている背景を，個人の尊重の観点から考察し，表現する。
○多様な働き方が求められている背景を，「個人の尊重」の観点から説明する。
	
	
	
	

	5
（5）
	「労働環境の変化と課題」
◎２節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善について多面的 ・多角的に考察し，表現する。
○現代日本の労働環境の課題を解決し，生き生きと働ける社会を実現するにはどうしたらよいかについて，経営者や労働者などの立場から多面的・多角的に考察し，自分の考えを説明する。
	
	○
	〇
	③節の学習内容を振り返って，誰もが生き生きと働ける社会にするために必要なことは何か，話し合ってまとめさせる。


単元名「生産と労働」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）（２）アイ]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会科　３学年　４５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画
	単元の
目標
	・現代の生産などの仕組みや働き，勤労の権利と義務，労働組合の意義及び労働基準法の精神について理解する。
・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善について多面的・多角的に考察させ，表現する。
・市場の働きと経済について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間単元名「市場経済の仕組みと金融」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）アイ]　

	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「市場経済と価格の決まり方」
◎市場経済における価格の決定について理解する。
○グラフを作成しながら，重要量・供給量・価格の関係について考える。
	
	
	
	②需給曲線のグラフを読み取り，需要が増加すると市場価格（交点）はどのように動くか考察させる。

	2
(2)
	「価格の働き」
◎市場経済における価格の働きについて理解する。
○公共料金が定められている理由について，本文から読み取り，市場経済において価格が果たしている役割を，考える。
	
	
	
	②１人１台端末の付箋機能を活用して，考察した結果を工夫して表現させる。 
③グループ内で役割分担を考えて，発表内容を構成させる。

	3
(3)
	「貨幣の役割と金融」
◎身近な事例を基に，貨幣の役割や金融の働きについて理解する。
○貨幣の役割や金融の働きについて，本文から読み取り，直接金融と間接金融の違いについて考える。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，海外や古来の通貨のかたちを調べ，説明させる。
例）貝殻，塩，石など

	4
(4)
	「私たちの生活と金融機関」
◎私たちの生活で銀行が果たす役割について理解する。
○日常生活の中で使っている支払いの方法について，本文から読み取る。
	〇
	
	
	

	5
(5)
	「景気と金融政策」
◎景気変動に対してどのような取組がなされているかについて理解する。
○景気変動が社会生活に与える影響や，金融政策の意義についてまとめる。
	
	〇
	
	②バブル景気の頃の日本の様子をテレビ（動画）で視聴し，景気の浮き沈みを理解させる。

	6（6）
	「グローバル経済と金融」
◎３節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目し，個人や企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角的に考察，表現する。
○円高，円安とはどのような状態かを踏まえて，商品の価格が円高，円安によってどのように変動するか考察する。
	
	○
	〇
	③日本の自動車会社にとって，円高と円安どちらが有利な状態か考え，意見を交換させる。
③節の学習内容を振り返って，個人や企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角的に考察，表現させる。


単元名「市場経済の仕組みと金融」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）アイ]　

	単 元
の
目 標
	・社会資本の整備，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化，消費者の保護について，それらの意義を理解する。単元名「財政と国民の福祉」　学習指導要領の内容[Ｂ（２）アイ]　

・財政及び租税の意義，国民の納税の義務について理解する。
・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共団体が果たす役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，財政及び租税の役割について多面的・多角的に考察し，表現する。
・国民の生活と政府の役割について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「私たちの生活と財政」
◎私たちが納める税金の種類や仕組みについて，理解する。
○日常生活の中で納めている税金について調べる。
	〇
	
	
	③所得税の課税方法について，平等（同じ）であることが「公正」かどうか，討論させる。

	2
(2)
	「財政の役割と課題」
◎身近な社会資本や公共サービスについて調べ，政府が果たしている経済的な役割と課題を理解する。
○公共サービスはどこがどのように提供しているか，資料や本文から読み取り，政府の財政政策と景気との関係について考える。
	
	
	
	

	3
(3)
	「社会保障の仕組み」
◎我が国の社会保障制度の仕組みについて理解する。
○社会保障制度の基本的な考えと日本の社会保障制度のあらましについて調べる。
	〇
	
	
	

	4
(4)
	「少子高齢化と財政」
◎４節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目し，市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共団体が果たす役割について多面的・多角的に考察し，表現する。
○現役世代が納める保険料の負担が大きくなっている理由や，社会保障制度の充実と経済成長の両立が難しい理由について考える。
	
	○
	〇
	③節の学習内容を振り返って，我が国のこの先の財政はどうあるべきか（歳入で増やすべき項目はあるか・歳出で抑えるべき項目はあるか・情報を多面的に見て新たなアイディアはあるか）検討して話し合い，説明させる。


単元名「財政と国民の福祉」　学習指導要領の内容[Ｂ（２）アイ]　

	[bookmark: _Hlk83030169]単 元
の
目 標
	・公害の防止など環境の保全について，その意義を理解する。単元名「これからの経済と社会」　学習指導要領の内容[Ｂ（２）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに着目して，市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共団体が果たす役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・国民の生活と政府の役割について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「公害の防止と環境の保全」
◎環境保全と経済成長の両立のためになされている取組について理解する。
○四大公害病の経緯や地球環境問題，それらを防止するための住民や国，地方公共団体，企業の取組について調べる。
	
	
	
	②NHK for Schoolのクリップ動画等を視聴し，過去の事例を考察させる。
　例）水俣病

	2
(2)
	「経済の持続可能性と真の豊かさ」 
◎持続可能な社会を創るために，経済はどのような役割を果たすべきか，豊かさに着目して多面的・多角的に考察，構想し，議論する。
○経済的な豊かさの基準にどのようなものがあるかを調べ，これからの社会に必要な豊かさについて考え，議論する。
	○
	○
	
	③１人１台端末を活用して，経済成長と，豊かな暮らしの両立に向けて，取り組んでいる事例を調べてまとめ，説明させる。

	3（3）
	「コンビニエンスストアのお弁当を企画しよう」
◎お弁当の企画書を作成する活動を通して，第４章の学習内容を振り返り，「これからの社会で，私たちはどのようにして経済に関わっていくべきか」を考察することで，主体的に社会に関わろうとする。
○お弁当の企画書を作成する活動を通して，第４章の学習内容を振り返って，「これからの社会で，私たちはどのようにして経済に関わっていくべきか」具体的な事例を基に粘り強く考察することを通して，主体的に社会に関わろうとしている。

	
	○
	○
	③第４章の学習内容を振り返り，複数の観点（利潤・需給バランス・環境・少子高齢化など）から，より良いお弁当を企画して発表させる。


単元名「これからの経済と社会」　学習指導要領の内容[Ｂ（２）アイ]　

	[bookmark: _Hlk83030244]単 元
の
目 標
	・世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには，国際協調の観点から，国家間の相互の主権の尊重と協力，各国民の相互理解と協力及び国際連合をはじめとする国際機構などの役割が大切であることを理解する。その際，領土（領海，領空を含む）， 国家主権，国際連合の働きなど基本的な事項について理解する。単元名「国際社会の仕組み」　学習指導要領の内容[Ｄ（１）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・世界平和と人類の福祉の増大について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「SDGsから地球規模の課題について捉えよう」
◎地球規模の課題について対話的な活動を通して，持続可能性に着目して考察し，表現する。
○SDGsの理解を基に，地球規模の課題について具体的な事例を整理し，自らの考えと共に表やダイヤモンドランキングにまとめる。
	
	
	
	③SDGsの理解を基に，地球規模の課題について具体的な事例を整理し，自らの考えと共に表やダイヤモンドランキングにまとめさせる。

	2
(2)
	「国際社会における国家」
◎国際社会において国家が互いに尊重し合うものについて理解する。
○国家の三つの要素のうちの領域と主権がどのようなものか，本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	

	3
(3)
	「領土をめぐる問題の現状　問題の解決に向けて」単元名「国際社会の仕組み」　学習指導要領の内容[Ｄ（１）アイ]　

◎竹島，北方領土，尖閣諸島をめぐる問題の解決に向けた取組について理解する。
○竹島，北方領土，尖閣諸島をめぐる問題が起こった経緯や現状を本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	②竹島，北方領土，尖閣諸島をめぐる問題が起こった経緯や現状を本文や資料から読み取って考えさせる。

	4
(4)
	「国際連合の仕組みと役割」
◎国際連合の仕組みや活動について，総会，安全保障理事会，UNESCO，UNICEFなどの具体的な活動を通して理解する。
○国際連合の目的と，その目的を実現するための組織や活動について，調べる。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，個人ごとに興味のある国連の専門機関について調べ，どのような活動をしているか説明させる。

	5
(5)
	「地域主義の動き」
◎地域主義の動きについて，EUやTPPなどの具体的な事例を通して理解する。
○EUを例に地域主義の中で進んでいる結び付きの内容について，本文や資料から読み取って考える。
	〇
	
	
	

	6（6）
	「新興国の台頭と経済格差」
◎１節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察する。
○新興国の台頭と経済格差，それらが及ぼす国際関係の変化について，新聞記事やインターネットなどを基に資料を収集・選択し，複数の資料を比較したり，図表などにまとめたりする。
	
	○
	〇
	③節の学習内容を振り返って，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察し，まとめさせる。

	単 元
の
目 標
	・地球環境，資源・エネルギー，貧困などの課題の解決のために経済的，技術的な協力などが大切であることを理解する。単元名「さまざまな国際問題」　学習指導要領の内容[Ｄ（１）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・世界平和と人類の福祉の増大について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「地球環境問題」
◎地球にはどのような環境問題があるか理解する。
○地球温暖化が起こっている理由について，本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	②③④１人１台端末の活用，地域調査，各家庭の実践事例調査を通して，我が街の施設で取り組んでいる地球温暖化防止策を調べ，説明させる。

	2
(2)
	「資源・エネルギー問題　限りある資源と環境への配慮」
◎日本のエネルギーにどのような課題があるか理解する。
○化石燃料をエネルギーの中心として使うことの問題点について考える。
	
	
	
	③メタンハイドレートの掘削と利用は推進すべきか，討論させる。

	3
(3)
	「貧困問題　公正な世界を創る」
◎人口増加や食糧供給の偏りなど様々な要因が重なり合って貧困問題が発生していることについて理解し，その解決策を考える。
◎貧困が起こる理由について，本文や資料から読み取り，自分にできることを効率と公正の観点から考える。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，身近な商品のフェトレードについて調べ，説明させる。

	4（4）
	「新しい戦争　平和な世界に向けて」
◎地域紛争やテロリズムが起こっていることを理解し，その背景について考える。
○地域紛争を，「新しい戦争」と呼ぶ理由について，これまでの戦争との違いから考える。
	〇
	
	
	②NHK for Schoolのクリップ動画等を視聴し，過去の事例を考察させる。
　例）同時多発テロ

	5
（5）
	「難民問題」
◎２節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察している。
○難民とはどのような人々のことを指すか捉えた上で，難民問題の解決に必要な取組について，協調や持続可能性の観点から考える。
	
	○
	〇
	③節の学習内容を振り返って，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察し，まとめ，説明させる。



	[bookmark: _Hlk83231786]単 元
の
目 標
	・世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには，国際協調の観点から，国家間の相互の主権の尊重と協力，各国民の相互理解と協力が大切であることを理解する。単元名「これからの地球社会と日本」　学習指導要領の内容[Ｄ（１）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・世界平和と人類の福祉の増大について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「世界と協力する日本」
◎日本の国際貢献について，途上国の開発や国際協力の面から理解する。
○日本の国際貢献について，これからの日本が果たすべき役割を本文や資料から読み取って考える。
	
	
	
	

	2
(2)
	「より良い地球社会を目指して」
◎３節の学習内容を振り返って，対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察している。
○多様性を尊重しないことで起こっている課題について本文や資料から読み取り，世界平和の実現のために自分にできることを持続可能性の観点から考える。
	○
	○
	
	③１人１台端末を活用して，宗教の多様性について，身近な事例を調査させ，日本での広まりを理解させる。
　例）ハラル認証店


	3
(3)

	「はちみつの争い」
◎第５章の学習内容を振り返って，架空の国際問題の解決策について考えることを通して，国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
○架空の国際問題の解決策について，効率と公正，協調，持続可能性などに加え，SDGｓ，地理的・歴史的な見方・考え方を総合して解決策について話し合う。
	
	○
	○
	③パレスチナ問題を歴史的に整理し，どちらにも言い分があることを理解させ，世界平和に貢献する公民としてどのような立場をとるべきか検討させる。



	単 元
の
目 標
	・社会的な見方・考え方を働かせ，私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき課題を多面的・多角的に考察，構想し，自分の考えを説明，論述する。単元名「より良い社会を目指して」　学習指導要領の内容[Ｄ（２）アイ]

・私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき課題について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「持続可能な社会の形成者として」
◎地理的分野，歴史的分野，公民的分野の３年間の社会科学習を振り返り，持続可能な社会の形成者として解決すべき課題の考察に，章の学習の見通しを持って取り組もうとする。
○持続可能な社会の形成者として解決すべき課題について考える。
	[bookmark: _GoBack]
	
	
	

	2
(2)
（3）
	「持続可能な社会を実現するために」
◎持続可能な社会を実現するための解決すべき社会の課題にはどのようなものがあるか確認し，理解する。
○環境・エネルギー，人権・平和，伝統・文化，防災・安全，情報・技術などから探求課題を設定し，レポートを作成する
	
	
	
	

	3
(4)
	「探究を続ける」
◎私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき課題について，現代社会に見られる課題の解決に向けて自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組み，主体的に社会に関わろうとする。
○社会的な見方・考え方を働かせ，私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき課題を多面的・多角的に考える。
	
	〇
	○
	②③３年間の学習を振り返り，私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき課題について，どのような立場で取り組むことができるか，また将来的に関われるかを検討し，まとめ，発表させる。






